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　乗務員が列車に乗降する旅客の乗車券類の改集
札を行うことにより，駅における改札口を簡略化
することができるが，乗務員による改集札には乗
降人数の多い駅での列車の停車時間を増大させる
問題がある。本研究では，この問題の解決方法の
一つとして車両の扉に設置する自動改札機の基本
的な検討を行い，図に示す実験装置を製作して乗
降実験を実施した。実験の結果，運転士と車掌が
改集札を行っている車両に導入した場合，①旅客
1人あたりの乗降時間の増大効果と，②車両扉を
乗降の両用にできることによる扉の利用効率の増
加の効果があり，乗車人数と降車人数の組合せに
よって乗降時間が長くなる場合と短くなる場合が
あることが明らかになった。

（鉄道総研報告，2008年6月号）

図　実験装置（左）と車載用自動改札機導入による乗降時間の増減（右）
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